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	過日、文書にてお知らせをいたしましたが、来年度からの新標準服（制服）の導入を機に、服装等の規定を見直しております。
	基本的には選択肢を増やし、生徒が自ら考えて選択・決定できるようにしようと考えていますが、以下の
	ことを服装等の規定の見直しの大原則とします。
	なお、近日中に、見直し後の規定について公表する予定であり、公表後は、すぐに新しい規定を導入する予定です。（文書を発出します。また、生徒には、直接、教員が説明します。）
	１　制服を生徒の公式な服装と位置づけ、付属する服装の規定については、公の場面で通用するものと
	します。具体的には、中学校は進路指導を重要視しており、受験等で生徒の不利益とならない観点から
	「公の場面で通用する」ことを考えます。
	２　上記１に関わり、多くの上級学校（主に高等学校）で禁止されている事項については、受験等で生徒
	の不利益とならないよう準じて考えます。
	３　保護者の経済的負担を考慮し、現在、認められている事項は引き続き承認していきます。また、選択
	肢を増やすことで、安価な物が購入できるよう、また、他で購入した物を代用できるように考えます。
	４　合理的な説明のできない事項については、積極的に見直しを行います。また、今回の見直しで完成・
	終了ではなく、今後も、検討を続けます。

